
2015.2.1 No.634

2月

芳ヶ平 湿地群　ラムサール条約の
6月登録に向けて申請・・・・・・・・ p2
芳ヶ平 湿地群　ラムサール条約の
6月登録に向けて申請・・・・・・・・ p2

特集

成人式　194人の新たな門出・・・・・  p4成人式　194人の新たな門出・・・・・  p4



2なかのじょう H２7.2 No.６34

　
芳
ヶ
平
湿
地
群
が
、
6
月
1
日
〜
9
日

に
南
米
ウ
ル
グ
ア
イ
（
プ
ン
タ
・
デ
ル
・

エ
ス
テ
）
で
開
催
さ
れ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
締
約
国
会
議
（
C
O
P
12
）
に
申
請
さ

れ
、
「
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
係
る
登

録
簿
」
に
記
載
（
登
録
認
定
）
さ
れ
る
見

通
し
と
な
り
ま
し
た
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

日
本
で
の
登
録
3
条
件

①
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
で
あ
る

こ
と
。

②
国
の
法
律
に
よ
り
将
来
に
わ
た

っ
て
自
然
環
境
の
保
全
が
図
ら

れ
る
こ
と
。

③
地
元
住
民
な
ど
か
ら
登
録
へ
の

賛
意
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
を
目
指

し
、
平
成
25
年
5
月
か
ら
、
芳
ヶ
平
湿
原

周
辺
の
生
態
系
や
湿
原
の
形
成
過
程
等
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
生
態
系
と
し
て
は
、
環
境
省
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
の
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
該
当
す
る
「
ホ

ソ
カ
ワ
モ
ズ
ク
」
が
発
見
さ
れ
、
県
の
絶

滅
危
惧
Ⅱ
類
「
ミ
ヤ
マ
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ
浅

間
山
系
亜
種
」
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
固
有
種
の
「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
」
に
つ

い
て
は
、
国
内
有
数
の
高
標
高
で
の
集
団

自
然
環
境
調
査
に
よ
っ
て

希
少
価
値
を
発
見
・
確
認

繁
殖
地
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

湿
地
の
形
成
過
程
と
し
て
は
、
草
津
白
根

山
の
火
山
活
動
と
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て

形
成
さ
れ
た
酸
性
度
の
強
い
高
層
湿
原
で

あ
り
、限
ら
れ
た
環
境
下
で
の
動
植
物
の
育
成

場
所
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
希
少
価
値
の
高
い
湿
原

で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
今
年
1
月
に

は
、
環
境
省
中
央
環
境
審
議
会
自
然
環
境

部
会
に
お
い
て
、
登
録
範
囲
の
国
立
公
園

内
全
て
が
、
登
録
条
件
の
②
を
満
た
す
第

2
種
特
別
地
域
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
環
境
省
自
然
環
境
局
野
生
生

物
課
長
の
中
島
慶
二
さ
ん
や
日
本
自
然
保

護
協
会
理
事
長
の
亀
山
章
さ
ん
を
招
き
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
関
す
る
講
演
会
を
開

催
し
た
ほ
か
、
7
回
に
わ
た
っ
て
行
っ
た

自
然
観
察
会
や
六
合
支
所
へ
の
「
芳
ヶ
平

湿
原
周
辺
資
料
展
示
会
場
」
開
設
な
ど
、

登
録
に
向
け
た
雰
囲
気
づ
く
り
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
登
録
に
お
け
る
条

件
が
満
た
さ
れ
、
晴
れ
て
締
約
国
会
議
に

申
請
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　
芳
ヶ
平
湿
原
周
辺
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
を
実
現
す
る
会
事
務
局
（
役
場
企
画

政
策
課
　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
推
進
室
）

　
　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
7
（
直
通
）

芳
ヶ
平
湿
地
群

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の

6
月
登
録
に
向
け
て
申
請
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芳
ヶ
平
湿
地
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が
、
6
月
1
日
〜
9
日

に
南
米
ウ
ル
グ
ア
イ
（
プ
ン
タ
・
デ
ル
・

エ
ス
テ
）
で
開
催
さ
れ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
締
約
国
会
議
（
C
O
P
12
）
に
申
請
さ

れ
、
「
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
係
る
登

録
簿
」
に
記
載
（
登
録
認
定
）
さ
れ
る
見

通
し
と
な
り
ま
し
た
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

日
本
で
の
登
録
3
条
件

①
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
で
あ
る

こ
と
。

②
国
の
法
律
に
よ
り
将
来
に
わ
た

っ
て
自
然
環
境
の
保
全
が
図
ら

れ
る
こ
と
。

③
地
元
住
民
な
ど
か
ら
登
録
へ
の

賛
意
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
を
目
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し
、
平
成
25
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5
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か
ら
、
芳
ヶ
平
湿
原

周
辺
の
生
態
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湿
原
の
形
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過
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い
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調
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を
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て
き
ま
し
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。
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し
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、
環
境
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レ
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滅
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す
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」
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。
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の
「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
」
に
つ

い
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、
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有
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録
に
向
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て
の

雰
囲
気
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く
り

繁
殖
地
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確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

湿
地
の
形
成
過
程
と
し
て
は
、
草
津
白
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山
の
火
山
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動
と
深
い
関
わ
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っ
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形
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強
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で

あ
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で
の
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植
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育
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場
所
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
希
少
価
値
の
高
い
湿
原

で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
今
年
1
月
に

は
、
環
境
省
中
央
環
境
審
議
会
自
然
環
境

部
会
に
お
い
て
、
登
録
範
囲
の
国
立
公
園

内
全
て
が
、
登
録
条
件
の
②
を
満
た
す
第

2
種
特
別
地
域
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
環
境
省
自
然
環
境
局
野
生
生

物
課
長
の
中
島
慶
二
さ
ん
や
日
本
自
然
保

護
協
会
理
事
長
の
亀
山
章
さ
ん
を
招
き
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
関
す
る
講
演
会
を
開

催
し
た
ほ
か
、
7
回
に
わ
た
っ
て
行
っ
た

自
然
観
察
会
や
六
合
支
所
へ
の
「
芳
ヶ
平

湿
原
周
辺
資
料
展
示
会
場
」
開
設
な
ど
、

登
録
に
向
け
た
雰
囲
気
づ
く
り
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
登
録
に
お
け
る
条

件
が
満
た
さ
れ
、
晴
れ
て
締
約
国
会
議
に

申
請
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　
芳
ヶ
平
湿
原
周
辺
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
を
実
現
す
る
会
事
務
局
（
役
場
企
画

政
策
課
　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
推
進
室
）

　
　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
7
（
直
通
）

※
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
と
は
、
1
9
7
1
年
に
イ
ラ
ン
の
ラ
ム
サ
ー
ル
で
採
択
さ
れ
た
、
「
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な

湿
地
に
関
す
る
条
約
」
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
湿
地
の
貴
重
な
生
態
系
を
「
保
全
・
再
生
」
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る

恵
み
を
「
賢
明
な
利
用
」
と
し
て
活
用
し
、
「
交
流
・
学
習
」
を
通
し
て
広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【ホソカワモズク】
ラムサール条約の指定基準
の1つである絶滅危惧Ⅱ類
に該当。平成25年5月に大
平湿原で、7月には芳ヶ平
湿原で発見されています。

【ミヤマモンキチョウ】
県指定天然記念物。県の絶
滅危惧Ⅱ類にも該当。高山
蝶として知られ、芳ヶ平湿
原では野営場で確認されて
います。

【モリアオガエル】
樹木の枝への産卵が有名な
日本固有種。渋峠、芳ヶ平
湿原、大池、チャツボミゴ
ケ公園付近で確認されてい
ます。

【チャツボミゴケ】
県指定天然記念物（平成25
年3月）。強酸性の水辺に
しか生息しない珍しいコケ
で、国内最大級の群生地。
遊歩道が整備されたチャツ
ボミゴケ公園には、多くの
観光客が訪れています。



　
今
年
の
新
成
人
は
、平
成
６
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
１
９
４
人
。こ
の
う
ち
、会
場
と

な
っ
た
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル（
町
文

化
会
館
）に
集
ま
っ
た
の
は
１
６
３
人
。

　

振
り
袖
、ス
ー
ツ
、羽
織
袴
で
華
や
か

に
身
を
包
み
、旧
友
や
恩
師
と
の
再
会
を

笑
顔
で
喜
び
あ
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、伊
能
正
夫
町
長
と
篠
原
勝

郎
教
育
委
員
長
の
式
辞
に
続
き
、来
賓
の

方
々
か
ら
新
成
人
の
若
々
し
い
力
に
期

待
を
寄
せ
る
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
答
辞
で
は
、各
中
学
校
の
代

表
者
３
名
が
、お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
、大
人
と
し
て

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
責
任
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、今
回
で
５
回
目
と
な
る
実
行
委
員
会

の
企
画
で
、ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
中
之
条

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、９
人
の
恩
師
が
か
け
つ

け
、思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
新
成
人

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
れ
た
１
９
４
人
。こ
の
う
ち
、会
場
と

な
っ
た
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル（
町
文

化
会
館
）に
集
ま
っ
た
の
は
１
６
３
人
。

　

振
り
袖
、ス
ー
ツ
、羽
織
袴
で
華
や
か

に
身
を
包
み
、旧
友
や
恩
師
と
の
再
会
を

　
式
典
で
は
、伊
能
正
夫
町
長
と
篠
原
勝

郎
教
育
委
員
長
の
式
辞
に
続
き
、来
賓
の

方
々
か
ら
新
成
人
の
若
々
し
い
力
に
期

待
を
寄
せ
る
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
答
辞
で
は
、各
中
学
校
の
代

表
者
３
名
が
、お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
、大
人
と
し
て

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
責
任
と

　

式
典
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、今
回
で
５
回
目
と
な
る
実
行
委
員
会

の
企
画
で
、ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
中
之
条

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
披
露
さ
れ

け
、思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
新
成
人

植木里美さん（上沢
渡） 唐澤美玖さん（中之条町）

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
に

「
二
十
歳
の
決
意
」
と
し

て
夢
や
今
後
の
目
標
を

一
言
書
い
て
も
ら
い
ま

し
た
。

二
十
歳
の
決
意

成
人
式

成
人
式

１
９
４
人
の
新
た
な
門
出

中学生の頃を思い出させる恩師からのメッセージに、思わず笑みがこぼれます
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川合麻佳さん（青山） 金平空智さん（入山
） 阿部真子さん（西中之条）

中
之
条
中
学
校
新
成
人
代
表
　
関
　
瑛
輔
さ
ん

西
中
学
校
新
成
人
代
表
　
山
口
　
雄
士
さ
ん

六
合
中
学
校
新
成
人
代
表
　
山
本
　
祐
哉
さ
ん

１. 再会を喜び記念撮影。２. 実行委員が編集したスライドショー。シーンが変
わるごとに、あちらこちらで歓声が沸いていました。３. 中之条中学校吹奏楽部
の演奏のエンディングに「成人おめでとう♥」。４. 成人式にはうってつけの自撮
り棒が大活躍。５. 式典会場へ向かう表情もにこやか。６. いつになく大勢のお
父さんお母さんに見守られたなかでの成人式。７. 思い出の品を手に激励のメッ
セージを贈る恩師。

321
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　このページに掲載した集合写真（プリントした
もの）とスナップ写真のCDデータを記念品とし
て差し上げます。欠席した人にもお渡しします。
問い合わせ
　教育委員会生涯学習課（ツインプラザ内）
　☎76・3111　担当　土屋明史

２月１日（日）からツインプラザで
成人式の記念品をお渡します

六合地区

中之条地区

中之条地区

中之条地区

中之条地区

沢田地区

羽
織
袴
も
彩
り
豊
か…

ば
ら
の
刺
繍
を
ほ
ど
こ
し
た
羽

織
も
お
目
見
え

振
り
袖
だ
け
で
な
く

髪
飾
り
も
華
や
か

晴れ姿は指の先まで彩られています

成人式
１９４人の新たな門出
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からのお知らせ

平
成
27
年
度
が
ん
検
診
等
希
望
調
査
を

行
い
ま
す

受
け
ま
し
ょ
う
　
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め
に
　
が
ん
検
診

　
2
月
上
旬
に
、
「
が
ん
検
診
等
希
望

調
査
票
」
を
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
、
3
月
3
日
（
火
）

ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
検
診
希

望
者
に
は
新
年
度
（
5
月
頃
）
に
日
程

表
・
受
診
票
等
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
は
対
象
と
な
る
検

診
が
無
い
人
の
氏
名
は
印
字
さ
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
世
帯
に
対
象
者
が
一
人
も
い

な
い
場
合
は
、
調
査
票
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
。

■
町
の
人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
す
る
人

　
4
月
以
降
、
役
場
住
民
福
祉
課
保
険

年
金
係
が
募
集
す
る
際
に
電
話
等
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
調
査
票
で
は
、
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
一
般
健
診
に
つ
い
て

　
40
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、
特
定
健

診
（
身
体
計
測
、
血
液
検
査
な
ど
）
と

ほ
ぼ
同
内
容
の
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
早
期
か
ら
取
り
組
め
る

よ
う
30
・
35
歳
の
人
へ
は
受
診
券
を
全

員
の
人
に
送
付
し
ま
す
。
こ
の
年
齢
以

外
の
40
歳
未
満
で
、
健
診
を
希
望
す
る

人
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
等
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

　
役
場
保
健
環
境
課
　
健
康
係
（
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
桑
原
奈
緒
子

　“夜回り先生”で知られる水谷修先生の講演会を開催します。
　水谷先生は、自身ががん闘病中にもかかわらず、子どもたちの非行
防止や薬物汚染対策に精力的な活動を行っています。現在、毎週火曜
日テレビ朝日「ワイド！スクランブル」にレギュラーコメンテーター
として出演中。先生の心のこもった講演をぜひ聴きに来てください。

■夜回り先生が中之条町にやってきます！

日　時　3月15日（日）開場 13時30分　開演 14時
会　場　バイテック文化ホール（町文化会館）
対象者　中学生以上
入場料　無料（全席自由席）
入場整理券　2月9日（月）から町保健センター、
　　　　バイテック文化ホール、ツインプラザ、
　　　　六合支所で発券します。（先着順）
問い合わせ
　町保健センター　　☎75・8833（直通）
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■
会
場
・
日
時

　
次
の
ペ
ー
ジ
の
「
町
県
民
税
申
告
相

談
・
受
付
日
程
表
」
の
と
お
り
、
地
区

別
に
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
地
区
別
受
付
日
に
都
合
の
つ
か
な
い

人
は
、
他
の
地
区
の
受
付
日
も
利
用

で
き
ま
す
。
た
だ
し
該
当
地
区
優
先

の
た
め
、
お
待
た
せ
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
日
曜
開
庁
日
（
中
之
条
地
区
は
2
月

22
日
と
3
月
8
日
、
六
合
地
区
は
3

月
1
日
）
は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

ま
す
。

■
申
告
の
と
き
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
朱
肉
で
押
印
す
る
も
の
）

②
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
者
・
年
金

所
得
者
）

③
収
入
と
支
出
が
わ
か
る
書
類
（
帳

簿
、
領
収
書
、
通
帳
な
ど
）

④
申
告
者
名
義
の
口
座
番
号
を
確
認
で

き
る
通
帳
、
カ
ー
ド
な
ど

⑤
次
の
控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
領
収

書
、
証
明
書
、
手
帳
な
ど

・
医
療
費
控
除

・
社
会
保
険
料
控
除
（
国
民
年
金
保
険

料
、
任
意
継
続
保
険
料
等
）

・
生
命
保
険
料
控
除

・
寄
付
金
控
除

・
地
震
保
険
料
控
除

・
障
害
者
控
除

（
介
護
保
険
の
障
害
者
控
除
証
明
書
は

申
請
後
2
週
間
程
か
か
り
ま
す
。
詳

し
く
は
広
報
な
か
の
じ
ょ
う
1
月
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

・
雑
損
控
除

■
申
告
の
必
要
が
な
い
人

①
給
与
収
入
の
み
で
、
年
末
調
整
を
行

っ
た
人

②
確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出
す
る

人
（
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
な
ど
の
還
付
申
告
を
す
る

人
も
同
様
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ

【
中
之
条
地
区
】

　
役
場
税
務
課
　
町
民
税
係
　
　
　

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
0
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
生
巣
孝
子

【
六
合
地
区
】

　
六
合
支
所
　
六
合
振
興
課
　
　

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
大
熊
郁
恵

　
町
で
は
、
平
成
27
年
度
町
（
県
）
民
税
の
基
に
な
る
所
得
の
申
告
相

談
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護

保
険
料
な
ど
の
算
定
の
基
礎
に
も
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

税務署でも確定申告を受け付けます
会　場　中之条税務署（大字伊勢町1022番地の1）
日　時　2月16日（月）～3月16日（月）　＊土･日を除く
　　　　8時30分～16時
■確定申告書は、自宅等で作成できます。
　（国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を
ご利用ください。）
■作成した申告書は、郵送等で提出できます。
問い合わせ　中之条税務署　☎75・3355（自動音声）

町
県
民
税
の
所
得
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

地
区
別
の
相
談
受
付
日
が
便
利
で
早
い
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町県民税申告相談・受付日程表

■申告会場　役場大会議室　　　【中之条・沢田・伊参・名久田地区】       
　　　　　　六合支所六合公民館【六合地区】       
■受付時間　午前の部　９時～11時30分・午後の部　13時～16時　

■平日の昼間に都合のつかない場合は
　日曜開庁日をご利用ください

【中之条地区】

中1区
中2区
中3区
中4区、4－2区
中5区
中6区～8区
中9区、10区
中11区
中12区
中13区、14区
中15区、16区
中17区
中18区
中19区
中20区、21区
中22区、23区

行 政 区 月　日 時　間
　9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00

3月 4日（水）

3月 5日（木）

3月 6日（金）

3月 9日（月）

3月10日（火）

3月11日（水）

3月12日（木）

3月13日（金）

【沢田地区】

沢1区～2－2区
沢3区、4区
沢5区、6区
沢7区
沢8区～10区
沢11区、12区
沢13区
沢14区、15区
沢16区
沢17区、18区

行 政 区 月　日 時　間
  9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00

2月25日（水）

2月26日（木）

2月27日（金）

3月 2日（月）

3月 3日（火）

【伊参地区】

伊1区
伊2区
伊3区
伊4区
伊5区
伊6区
伊7区～9区
伊10区、11区

行 政 区 月　日 時　間
　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00
9：00～11：30
13：00～16：00

2月16日（月）

2月17日（火）

2月18日（水）

2月19日（木）

【名久田地区】

名1区～4区
名5区、6区
名7区
名8区、9区
名10区、11区
名12区～16区

行 政 区 月　日 時　間
  　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00

2月20日（金）

2月23日（月）

2月24日（火）

【日曜開庁日】

中之条地区

六合地区

行 政 区 月　日 時　間
  　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00
　9：00～11：30
13：00～16：00

2月22日（日）

3月 8日（日）

3月 1日（日）

【六合地区】

六合1区
六合2区
六合3区
六合4区
六合5区
六合6区
六合7区
六合8区
六合9区
六合10区
六合11区
六合12区
六合13区
六合14区
六合15区
六合16区
六合17区

行 政 区 月　日 時　間
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00
9：00～16：00

2月17日（火）
2月13日（金）

2月18日（水）

2月19日（木）

2月20日（金）
2月16日（月）
2月23日（月）
2月24日（火）
2月13日（金）
2月16日（月）
2月20日（金）
2月17日（火）
2月25日（水）
2月26日（木）
2月25日（水）
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
す
る

助
成
金
を
活
用
し
て
地
域
づ
く
り
を

防
災
活
動
な
ど
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

行
政
区
や
芸
能
保
存
会
な
ど
地
域
住
民

が
組
織
す
る
団
体
に
対
し
、
宝
く
じ
助

成
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
事
業
は
次
の
よ
う
な
事
業
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

【
事
業
例
】

・
祭
り
や
運
動
会
な
ど
地
区
行
事
に
用

い
る
備
品

・
集
会
施
設
の
建
設
ま
た
は
大
規
模
修

繕
、
そ
の
施
設
に
必
要
な
備
品
の

整
備

・
地
域
の
防
災
活
動
に
直
接
必
要
な
設

備
等
の
整
備

・
獅
子
頭
、
太
鼓
、
山
車
な
ど
伝
統
芸

能
関
連
備
品
の
購
入
及
び
修
繕

　
そ
の
他
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健

全
発
展
に
資
す
る
備
品
等
を
希
望
す
る

場
合
は
、
行
政
区
等
か
ら
役
場
へ
申
請

し
事
業
の
採
択
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課

☎
7
5
・
8
8
0
6
（
直
通
）
　
担
当
　
水
出
浩
之

☎
7
5
・
8
8
0
7
（
直
通
）
　
担
当
　
永
井
経
行
（
防
災
関
係
）

農業・農村をみんなの力で守りましょう

「多面的機能支払交付金」とは…
　次の活動を行う「集落」、「行政区」、「大字」、「土地
改良区」などの組織に対して交付され、取り組む農振農用地
の面積に応じ交付金額が支払われる制度です。
1　農地・水路・農道の草刈り、水路の泥あげ等
2　鳥獣害防護柵・農道の補修、水路の目地詰め等
3　素掘り水路からコンクリート水路へ、
　　農道のアスファルト舗装等
例えば…上記「1」の活動に取り組んだ場合の交付金額は、
＊田10aにつき3,000円　／　＊畑10aにつき2,000円

　集会所敷地に防災倉庫を設置。発電機・投光器・折り畳み式リ
ヤカー・非常用テントトイレ・ラジオ・ヘルメット等災害時に必
要な備品を宝くじの助成金で整備しました。

多面的機能支払交付金をご活用ください

問い合わせ
役場農林課　農業係　☎75・8813（直通）
　　　　　　　　　　　　　担当　唐澤敏之

　　　■事業説明会■
日　時　2月17日（火）18時30分
会　場　ツインプラザ大会議室

平成26年度実績
「地域防災組織育成助成事業（沢田第6区自主防災会）」
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Information

情報
イベントやスポーツ大会、
職員募集などの

　
高
等
学
校
以
上
に
進
学
を
希
望

す
る
人
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
場
合
に
、
学
費

の
一
部
を
貸
し
付
け
ま
す
。

貸
付
金
額
（
月
額
）

・
高
校
生
　
2
万
円
以
内

・
短
大
お
よ
び
大
学
生
等

　
　
　
　
　
5
万
円
以
内

利
　
息
　
無
利
息

返
済
期
間
　
貸
し
付
け
終
了
か
ら

1
年
経
過
後
、5
年
以
内
に
償
還
。

申
込
方
法
　
2
月
16
日
（
月
）
か

ら
3
月
25
日
（
水
）
ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
住
民
票
や
承
諾
書
な
ど
の
提
出

書
類
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る

場
合
は
早
め
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
希
望

に
添
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
同
じ
世
帯
で
同
時
に
2
人
以
上

の
貸
し
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課
　

総
務
・
施
設
係

　
☎
7
5
・
8
8
2
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
本
多
守

　
町
で
は
、
県
（
保
健
福
祉
事
務

所
）
か
ら
特
定
疾
患
・
小
児
慢
性

疾
患
（
平
成
27
年
1
月
1
日
か
ら

は
「
指
定
難
病
・
小
児
慢
性
特
定

疾
病
」
）
患
者
の
認
定
を
受
け
た

人
に
、
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
今
年
度
新
た
に
認
定
を
受
け
た

人
の
ほ
か
、
継
続
し
て
認
定
を
受

け
た
人
も
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
方
法
　
印
鑑
、
保
健
福
祉
事

務
所
発
行
の
「
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
」
及
び
「
特
定
医
療
受
給

者
証
」
（
承
認
期
間
に
平
成
26
年

10
月
〜
27
年
3
月
の
期
間
を
含
む

も
の
）
、
見
舞
金
振
込
先
の
口
座

の
通
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
額
　
月
額
3
、
0
0
0
円

申
請
期
間
　
2
月
27
日
（
金
）

※
複
数
の
受
給
者
証
が
あ
る
人

は
、
す
べ
て
の
受
給
者
証
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
田
村
深
雪

　
六
合
振
興
課
　
住
民
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
担
当
　
中
澤
や
す
子

募
集
人
員
　
正
職
員
　
　
1
人

　
　
　
　
　
臨
時
職
員
　
1
人

雇
用
期
間

・
正
職
員
　
　
4
月
1
日（
水
）〜

・
臨
時
職
員
　
4
月
1
日（
水
）〜

　
平
成
28
年
3
月
31
日
（
木
）

資
　
格
　
平
成
27
年
4
月
1
日
現

在
で
満
20
歳
以
上
満
35
歳
以
下
の

町
内
在
住
（
見
込
み
）
の
人
で
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
等

を
卒
業
し
て
い
る
人
。

申
込
方
法
　
町
観
光
協
会
に
用
意

し
て
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
2
月
28
日
（
土
）
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
町
観
光
協
会
（
ふ
る
さ
と
交
流

セ
ン
タ
ー
つ
む
じ
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
4

募
集
人
員
　
2
人

雇
用
期
間
　
4
月
1
日
（
水
）
〜

平
成
28
年
3
月
31
日
（
木
）

勤
務
場
所
　
宮
城
県
山
元
町

業
務
内
容
　
建
築
物
及
び
道
路
の

設
計
・
施
工
管
理
等

資
格
等
　
建
築
士
、
土
木
施
工
管

理
技
士
等
。
ま
た
は
建
築
・
土
木

設
計
、
施
工
管
理
業
務
の
従
事
経

験
が
あ
る
人
。

勤
務
条
件

・
勤
務
時
間
　
8
時
30
分
〜
17
時

15
分
（
休
憩
12
時
〜
13
時
）

・
休
日
　
土
日
祝
日
、年
末
年
始
等

給
　
与
　
月
額
概
ね
20
万
円
〜
30

万
円
（
年
齢
、
職
務
経
験
お
よ
び

資
格
等
で
変
わ
り
ま
す
）
。
賞

与
、
通
勤
手
当
、
災
害
派
遣
手
当

等
あ
り
。

そ
の
他
　
住
居
は
用
意
し
ま
す

（
光
熱
水
費
は
自
己
負
担
）
。

申
込
方
法
　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
応
募
用
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
2
月
20
日（
金
）

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課
　
行
政
係

　
☎
7
5
・
8
8
0
6
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
水
出
浩
之

　
「
懐
か
し
い
む
か
し
の
道
具

展
」
で
は
、
社
会
科
の
学
習
で
来

館
す
る
小
学
生
に
向
け
て
、
今
で

は
見
か
け
な
く
な
っ
た
「
む
か
し

の
道
具
」
を
展
示
し
ま
す
。
ま

た
、
26
回
目
と
な
る
「
ひ
な
ま
つ

り
展
」
で
は
、
河
野
義
さ
ん
寄
贈

の
「
永
德
齋
作
有
職
雛
一
式
」

（
町
指
定
重
要
文
化
財
）
を
は
じ

め
、
様
々
な
ひ
な
人
形
を
展
示
し

ま
す
。

期
　
間
　
2
月
1
日
（
日
）
〜

　
　
　
　
3
月
15
日
（
日
）

＊
期
間
中
、
町
民
は
入
場
無
料
。

会
　
場
　
博
物
館
「
ミ
ュ
ゼ
」
企

画
展
示
室
・
研
修
室

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
「
ミ
ュ

ゼ
」

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
9
2
2

町
の
奨
学
金
制
度

申
し
込
み
は

3
月
25
日（
水
）ま
で

特
定
疾
患・小
児
慢
性

疾
患
患
者
見
舞
金
の

支
給
申
請
を

役
場

被
災
地
派
遣
職
員

（一社
）町
観
光
協
会

正
職
員・臨
時
職
員

行
　
政

職
員
募
集

Information

博
物
館
ミ
ュ
ゼ
企
画
展

懐
か
し
い
む
か
し
の
道
具
展

ひ
な
ま
つ
り
展

催
　
し

よ
し
の
り

え
い
と
く
さ
い

ゆ
う
そ
く
び
な
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現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
大
野
公

士
さ
ん
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
滞
在

制
作
を
行
っ
た
話
を
中
心
に
、
豊

富
な
海
外
で
の
経
験
を
、
写
真
や

映
像
を
交
え
な
が
ら
行
う
ト
ー
ク

会
。
作
家
の
体
験
談
が
聞
け
る
貴

重
な
機
会
で
す
。

日
　
時
　
2
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
15
時
〜

会
　
場
　
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ

ー
つ
む
じ
（
つ
む
じ
ホ
ー
ル
）

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
実
行
委

員
会
事
務
局
（
役
場
企
画
政
策
課

内
）
　

　
☎
7
5
・
8
8
0
2
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
安
原
克
規

　
町
文
化
協
会
で
は
、
自
主
事
業

と
し
て
、
県
立
土
屋
文
明
記
念
文

学
館
長
、
篠
木
れ
い
子
さ
ん
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
篠
木
さ
ん
は
、
方
言
（
地
域
生

活
語
）
研
究
を
専
門
と
し
て
県
内

各
地
で
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
か
つ
て
六
合
地
区
の
方
言

の
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
　
微
笑
の
故
郷

　
　
　
　
〜
方
言
は
語
る
〜

日
　
時
　
2
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
開
場
　
13
時
30
分

　
　
　
　
開
演
　
14
時

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
交
流
ホ

ー
ル

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要
　

問
い
合
わ
せ

　
町
文
化
協
会
事
務
局
（
ツ
イ
ン

プ
ラ
ザ
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当
　
土
屋
明
史

　
町
で
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
里

山
資
本
主
義
』
の
著
者
で
、（
株
）

日
本
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員
の

藻
谷
浩
介
さ
ん
を
迎
え
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
3
月
1
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
交
流
ホ

ー
ル

テ
ー
マ
　
里
山
の
再
生
と
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り

入
場
料
　
無
料
（
定
員
1
9
0

名
）

申
込
方
法
　
2
月
9
日
（
月
）
10

時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す

（
先
着
順
）
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課
　
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
係

　
☎
7
5
・
8
8
4
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
山
田
真
邦

　
東
谷
風
穴
保
存
管
理
計
画
策
定

委
員
会
で
は
、
国
指
定
史
跡
と
な

っ
た
「
荒
船
・
東
谷
風
穴
蚕
種
貯

蔵
所
跡
」
を
適
切
に
保
存
し
、
次

世
代
へ
と
確
実
に
伝
え
て
い
く
た

め
に
、
今
年
度
中
に
保
存
管
理
計

画
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
も
反
映
さ
せ
て
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
石
積
み
の
復
元

や
、
他
の
ぐ
ん
ま
絹
遺
産
（
冨
沢

家
住
宅
等
）
と
連
携
し
な
が
ら
、

観
光
に
も
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と

な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

※
計
画
概
要
に
つ
い
て
は
、
博
物

館
「
ミ
ュ
ゼ
」
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
「
ミ
ュ

ゼ
」

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
9
2
2

開
催
期
間
　
4
月
18
日
（
土
）
〜

　
　
　
　
　
5
月
31
日
（
日
）

メ
イ
ン
会
場
　
花
の
駅
美
野
原

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
町
民
総
参
加
の
花
の
町
づ
く
り

を
行
う
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
　
花
壇
整
備
や
花
ガ
ラ

摘
み
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
物
品

修
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
各
々
と
相
談
し
て
、で
き
る
範

囲
で
の
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

旨
い
も
の
出
店
者

　
開
催
期
間
中
、
メ
イ
ン
会
場
と

な
る
花
の
駅
美
野
原
に
設
置
す
る

「
町
の
旨
い
も
の
名
物
コ
ー
ナ

ー
」
へ
の
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
。

出
店
内
容
　
町
内
で
販
売
し
て
い

る
飲
食
物
で
、
今
後
町
の
旨
い
も

の
名
物
と
し
て
紹
介
し
て
い
き
た

い
も
の
。

出
店
料
　
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
出
店
の
申
込
期
限
は
、

2
月
13
日
（
金
）
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課
　
花
と
緑
の
ぐ
ん

ま
づ
く
り
推
進
室

　
☎
7
5
・
8
8
4
4
（
直
通
）

　
担
当
　
宮
崎
貞
夫
・
山
本
俊
之

　
若
年
者
の
能
力
向
上
や
就
職
促

進
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
支
援
施
設
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
。

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
が
設
置
さ
れ
て

中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
作

家
大
野
公
士
に
よ
る

現
代
ア
ー
ト
ト
ー
ク
会

催
　
し

花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り

in
中
之
条

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・出
店
者

東
谷
風
穴
保
存
管
理
計
画

策
定
に
向
け
て

ご
意
見
お
寄
せ
く
だ
さ
い

募
　
集

募
　
集

出
張
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

IN
中
之
条

藻
谷
浩
介
さ
ん
に
よ
る

講
演
会

町
文
化
協
会
自
主
事
業

篠
木
れ
い
子
さ
ん
に
よ
る

講
演
会「
微
笑
の
故
郷
」
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い
な
い
地
域
に
住
ん
で
い
る
若
者

を
対
象
に
、
地
元
で
ジ
ョ
ブ
カ
フ

ェ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
体
験
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
出
張
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
IN
中
之
条
を
開
催
し
ま

す
。

日
　
時
　
2
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
〜

場
　
所
　
役
場
第
2
会
議
室

対
象
者
　
40
代
前
半
ま
で
の
求
職

者実
施
内
容
　
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
（
1
人
50
分
程
度
）
。
今

後
、
ど
の
よ
う
に
就
職
活
動
を
進

め
て
い
け
ば
よ
い
か
を
理
解
す
る

手
掛
か
り
を
提
供
し
ま
す
。

定
　
員
　
4
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
　
2
月
20
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま

☎
0
2
7
・
3
3
0
・
4
5
1
0

日
　
時
　
2
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
9
時
〜

会
　
場
　
総
合
体
育
館

種
　
目

【
個
人
戦
】

　
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）
・

小
学
生
の
部
・
家
庭
婦
人
の
部

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
・
新
卓
球
（
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
）
】

　
性
別
・
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
資
格

　
町
内
に
在
住
、
在
学
、
在
勤
の

人申
込
方
法
　
2
月
12
日
（
木
）
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
体
協
卓
球
部
事
務
局
（
ツ
イ

ン
プ
ラ
ザ
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当
　
土
屋
明
史

日
　
時
　
3
月
1
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
〜

会
　
場
　
沼
田
ボ
ウ
ル

対
　
象
　
町
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人
（
小
学
5
年
生
以
上
）

競
技
方
法
　
男
女
混
成
の
3
人
1

チ
ー
ム
に
よ
る
チ
ー
ム
戦
と
男
女

別
個
人
戦

※
男
女
別
・
年
齢
別
に
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費

　
1
チ
ー
ム
3
、
0
0
0
円

（
個
人
参
加
は
1
、
0
0
0
円
）

申
込
方
法
　
2
月
23
日（
月
）ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
先
着
順
）。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
体
協
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
事
務
局

（
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当
　
唐
澤
将
希
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第
53
回

町
民
卓
球
大
会

第
13
回

町
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
中
之
条
町
大
字
伊
勢
町
の
林
昌
寺
は
、
正
式
に

は
宝
満
山
白
雲
院
林
昌
寺
と
い
う
曹
洞
宗
の
寺
院

で
す
。
今
か
ら
４
５
０
年
前
に
箕
輪
町
長
純
寺
第

４
世
の
長　
に
よ
っ
て
、
河
原
町
（
今
の
駅
南
東

側
付
近
）
に
再
興
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
岡

の
地
を
経
て
寛
永
16
年
に
現
在
地
へ
移
り
ま
し
た
。

武
田
氏
の
家
臣
、
真
田
幸
隆
の
弟
矢
沢
頼
綱
を
中

興
開
基
と
仰
ぎ
、
そ
の
位
牌
が
古
く
か
ら
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
林
昌
寺
に
向
か
っ
て
石
畳
の
参
道
を
進

む
と
、
総
欅
造
り
で
三
間
一
戸
の
山
門
が
現
れ
ま

す
。
三
間
一
戸
と
は
、
正
面
か
ら
見
て
三
つ
に
間

仕
切
り
さ
れ
て
い
て
、
入
口
が
一
つ
の
も
の
を
い

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
門
の
よ
う
に
二
階
建
て
で

一
階
部
分
の
屋
根
が
な
い
も
の
を
楼
門
と
い
い
ま

す
。

　
門
の
両
脇
に
立
つ
赤
い
金
剛
力
士
像
と
、
柱
上

部
で
吼
え
る
獅
子
が
、
鋭
い
眼
で
訪
れ
る
者
を
見

つ
め
ま
す
。
獅
子
は
仏
法
を
響
き
渡
ら
せ
る
意
味

で
寺
院
建
築
に
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
。
門
の
中
に

入
る
と
、
上
部
に
は
龍
の
彫
刻
が
見
え
ま
す
。
龍

は
仏
教
の
守
護
神
で
あ
る
龍
神
を
意
味
す
る
と
と

も
に
、
火
災
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
楼
上
の
「
白
雲
閣
」
の
額
は
、
林
昌
寺
の
院
号

で
、
渋
川
市
中
郷
の
双
林
寺
第
41
世
活
山
太
愚

（
1
8
3
0
年
没
）
の
揮
毫
に
よ
る
も
の
で
す
。

太
愚
は
神
奈
川
県
南
足
柄
市
に
あ
る
最
乗
寺
の

3
6
0
世
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
二
階
部
分
の
窓

に
は
禅
宗
様
建
築
の
特
徴
で
あ
る
火
灯
窓
（
花
頭

窓
）
が
あ
し
ら
わ
れ
、
禅
寺
の
雰
囲
気
を
一
層
引

き
立
て
ま
す
。

　
こ
の
門
の
建
立
は
、
一
説
に
第
10
世
全
峰
無
隠

の
時
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
門
前
の
石

垣
に
安
永
9
年
（
1
7
8
0
）
、
青
山
村
の
住
人

数
名
に
よ
っ
て
石
段
と
石
垣
が
寄
進
さ
れ
た
と
刻

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
造
成
に
併
せ
て
門

が
建
立
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
だ
と
す
る

と
、
第
11
世
中
興
究
竟
驢
参
の
時
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
近
く
に
中
之
条
小
学
校
が
あ
る
の
で
、
昔
か
ら

多
く
の
小
学
生
が
こ
の
山
門
前
を
通
り
ま
し
た
。

80
代
の
男
性
は
、
こ
の
山
門
の
二
階
で
走
り
回
っ

て
遊
ん
だ
も
の
だ
と
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
近
所
の
人
の
話
で
は
、
雨
宿
り
の

た
め
、
あ
る
い
は
夏
の
日
差
し
を
避
け
る
た
め
、

さ
ら
に
は
夏
祭
り
の
太
鼓
の
練
習
の
た
め
に
と
、

た
く
さ
ん
の
人
々
が
足
を
運
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
山
門
は
2
0
0
年
以
上
も
の
間
、
町
の

人
々
の
生
活
を
温
か
く
見
守
り
、
今
日
の
私
た
ち

に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

文
化
財
専
門
委
員　
長
田
正
澄

ち
ょ
う
ど
ん

は
く
う
ん
か
く

そ
う
り
ん
じ

か
っ
さ
ん
た
い
ぐ

き
ご
う

か
と
う

ぜ
ん
ぽ
う
む
い
ん

く
き
ょ
う
ろ
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
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むくみ

健 康康
HEALTH

診療所だより 健
康
チ
ェ
ッ
ク

2月の当番医

1日㈰
（７６）３４３５
（９７）３８００

内科

外科
夜間

しまだ医院
桜井クリニック

15日㈰

（６７）２０３０
（８８）２０３０

内科

外科
夜間

小池医院
布施医院

（７５）３０５５吾妻さくら

（８３）７１１１西吾妻福祉病院 （８３）７１１１西吾妻福祉病院（６８）２７１１日赤
8日㈰

（７５）３０５５
（８８）７６１１

内科

外科
夜間

吾妻さくら
草津温泉松岡医院 11日㈷

（７５）２２３０
（82）2188

内科

外科
夜間

後藤医院
長生病院

（６８）２７１１日赤
22日㈰

（６８）５２１１
（８２）３９９９

内科

外科
夜間

吾妻脳外循環科
櫻井医院

2月　六合診療所　外来診療医師

　

む
く
み
と
は
、
血
管
の
中
の
水

分
が
組
織
に
し
み
出
し
て
溜
ま

り
、
足
が
腫
れ
た
状
態
を
い
い
ま

す
。
む
く
み
が
あ
る
と
、
足
の
す

ね
（
弁
慶
の
泣
き
所
）
を
指
で
押

す
と
凹
み
ま
す
。

　

特
に
病
気
が
無
く
て
も
、
長
時

間
立
ち
仕
事
を
し
た
り
、
長
時
間

足
を
下
ろ
し
て
座
っ
た
ま
ま
で
い

た
り
す
る
こ
と
で
む
く
み
ま
す
。

足
の
筋
肉
を
動
か
す
こ
と
で
心
臓

の
方
に
水
分
が
戻
り
易
く
な
り
、

予
防
で
き
ま
す
。
歩
く
の
が
大
変
な

高
齢
者
で
も
、
座
っ
た
ま
ま
足
踏
み

を
す
る
だ
け
で
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

心
臓
・
腎
臓
・
肝
臓
・
甲
状
腺
の

病
気
や
下
肢
静
脈
瘤
な
ど
が
あ
る

と
、
む
く
み
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

急
に
む
く
み
が
出
た
時
や
程
度
が
強

く
な
っ
た
時
は
、
こ
れ
ら
の
病
気
を

考
え
て
検
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

四
万
へ
き
地
診
療
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眞
貝
美
由
規

出張診療（括弧内は担当医師）
午　前 午　後

月に１度は、保険証の提示をお願いします。
住民健診の結果をお持ちの人は、ご持参ください。

日日土金木水火月

休診午前

休診午後

1

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

876542 3

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

15141312119 10

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

222120191816 17

高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

2827262523 24

4日
11日
18日
25日

小　雨（高瀬）
休み

赤　岩（高瀬）
小　雨（高瀬）

広　池（高瀬）
休み
休み

湯久保（高瀬）

〈当番医受診上の注意〉
・診療時間は9時から17時で
す。できるだけ時間内に受
診してください。それ以外の
時間は、休日夜間当番病院
で受診してください。
・急患のための当番医制度で

すので、緊急患者以外の受
診はご遠慮ください。
・在宅待機のため、原則とし
て往診はしません。
・変更する場合があります
ので、ご確認のうえ受診く
ださい。
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Information

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
12
月
中
の
届
出
）

広報等への掲載を
希望しない人は
届け出等の際、窓口で
その旨お話しください。

■人口と世帯（住民基本台帳による）
17，412
8，500
8，912
6，878

人

人

人
世
帯

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（ 　　 　 ）

人　口

男

女

世帯数
（　）内　前：前月比　後：前年同月比

平成２7年1月１日現在

窓口窓口

ー301

ー116

ー185

ー4

ー17.

ー8.

ー9.

ー7.

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
12
月
中
の
届
出
）

※住民基本台帳法の改正に伴い、平成２４年８月１日現在から外国人を含んでいます。

　町の相談窓口以外の子育て相談窓口を紹介します。

子 育 て相 談 窓 口子 育 て相 談 窓 口子 育 て相 談 窓 口子 育 て相 談 窓 口

問い合わせ 役場住民福祉課　少子化・子育て対策室
☎75・8825（直通）　担当　山田行徳

《中央児童相談所北部支所》
子どもに関する相談窓口
受付　月～金曜日
　　　（祝日・年末年始を除く）
　　　8時30分～17時15分
☎0279・20・1010

《地域母子支援センター》
妊娠、出産、育児などの相談
受付　月～金曜日
　　　（祝日、年末年始を除く）
　　　10時～16時
☎0276・37・5660

《こどもホットライン24》
子どもに関する24時間電話
相談窓口
受付　年中無休
☎0120・783・884

《発達障害者支援センター》
自閉症など発達障害の相談
受付　月～金曜日
　　　（祝日、年末年始を除く）
　　　９時～17時15分
☎027・254・5380

《群馬こども救急相談》
子どもの急病時の医療機関のかかり方、
家庭での対処方法についての相談
受付　月～土曜日 18時～翌朝8時
　　　日曜日・祝日・年末年始
　　　　　　　　　9時～翌朝8時
☎＃8000

《幼児教育センター》
幼児期の子育てに関する悩みに
ついての相談
受付　月曜日 9時～12時・
　　　　　　 13時～15時30分
　　　火～木曜日 9時～12時・
　　　　　　　　 13時～17時
☎0270・26・9221

Nk327
テキストボックス

Nk327
テキストボックス

Nk327
テキストボックス
「お誕生欄」は印刷版の広報に掲載しています

Nk327
テキストボックス
「おくやみ欄」は印刷版の広報に掲載しています
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月の行事

自動車教習所　　　　　　　　　　　☎７５-２５７０
教習所の休所日休

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　　　　 ☎７５-１９２２
博物館の休館日

休

バイテック文化ホール 　　　　　　　☎７５-５１７４
文化会館の休館日休

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

2
（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

3月1日（日）　第13回町民ボウリング大会・教習所休所日
3月2日（月）　公共料金納期限・文化会館休館日・図書館休館日
3月5日（木）　博物館休館日
※各種相談日の日程は、17ページ相談ガイドをご覧ください。

休

休

休

休

文化協会自主事業「篠木れい子講演会」
（14時～、ツインプラザ）

白久保のお茶講（お茶講の家）
2歳児歯科健診（受付：13時～13時20分）
2歳6か月児フッ素塗布（受付：13時30分～13時45分）

4か月児健診（受付：13時10分～13時20分）
6か月児相談・BCG接種（受付：13時30分～13時45分）

予防接種（小児肺炎球菌）（受付：12時50分～13時20分）
予防接種（水痘）（受付：13時30分～14時）

両親学級（受付：9時15分～9時30分）
3歳児健診（受付：13時～13時30分）

12～13か月児相談（受付：13時15分～13時45分）

建国記念の日

歴史と民俗の博物館ミュゼ企画展（～3月15日）

節分
予防接種（ヒブ）（受付：12時50分～13時20分）
予防接種（水痘）（受付：13時30分～14時）
立春
予防接種（四種混合）（受付：12時20分～12時50分）
予防接種（ヒブ）（受付：13時～13時15分）

第53回町民卓球大会（総合体育館）

両親学級（受付：9時15分～9時30分）

ツインプラザ図書館　　　　　　　　☎７6-3115
図書館の休館日休

休

休 休

休 休

休 休

休

休

休 休

休休 休

休 休



発酵食のレシピ●34

塩鯖2尾分（4枚） / 白菜漬け100g / 煮汁（水80cc / 酒80cc / 味醂60cc / 薄口醤油20cc / 酢20cc / 砂糖大1）柚子の皮のせん切り1/4個分

塩鯖と白菜漬けの柚子煮
しお  さば ゆ　  ず  　に

①塩鯖は皮が縮まないように皮目に浅く細かく包丁を入れ、1枚
を3等分にする。白菜漬けは千切りにして水気を絞る。
②鍋にお湯を沸かし、①の鯖を入れて、10秒ほど霜降りをする。
お湯に通した鯖は水に通して水気を拭き取る。
③鍋に煮汁と材料とせん切りにした白菜漬け、②の鯖を入れて強
火にかけ、沸騰したら中火にする。柚子の皮のせん切りも加え
てそのまま煮て、煮汁がとろっとしてきたらできあがり。

Information
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※健康診査と予防接種の日程は、16ページ2月の行事をご覧ください。

作り方

材料

相談内容（相談員）
相談ガイド

日　　　時 会　　　場 問い合わせ

中之条町保健センター
（保健環境課健康係）
☎75-8833

中之条町保健センター

健康相談

法律相談 毎月の法律相談
（町顧問弁護士） 役場第2会議室2月12日（木）　13時～17時

（予約制、前日12時までに予約）

人権相談 前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

前橋地方法務局
中之条支局

毎週木曜日　9時～16時
（祝日は除く）

常設人権相談
（人権擁護委員）

2月12日（木）17時15分～19時
（受付は18時30分まで）

町地域包括支援センター
☎75-8835役場住民福祉課2月12日（木）

9時30分～11時、14時～16時

役場総務課法制係
☎75-8806

行政相談 （行政相談委員） 役場第2会議室2月16日（月）
13時～15時

年金相談 役場住民福祉課保険年金係
☎75-8819役場第3会議室2月10日（火）

9時30分～16時（当日受付順）（社会保険労務士、年金事務所職員）

心に病を持つ方の家族相談会 県精神障害者家族会連合会
☎027-289-9647

渋川市ほっとプラザ
（渋川市渋川1760ー1）

2月20日（金）
10時～14時30分（県こころの健康センター精神科医師ほか）

町社会福祉協議会
☎75-8839役場第2会議室2月2日（月）・16日（月）・

13時～15時
心配ごと相談
（民生児童委員等）

介護相談
（地域包括支援センター職員） 地域包括支援センター六合

☎95-5711六合温泉医療センター2月12日（木）
14時～16時

毎週木曜日
9時～11時

健康相談
（保健師、栄養士）

毎週木曜日
13時～16時

母と子の健康相談
（保健師、栄養士）

こころの健康相談
（精神科医師）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303吾妻保健福祉事務所2月5日（木）

14時～（予約制）

郡消費生活センター
（文化会館内）

平日
8時30分～16時

事業者との契約トラブル相談
（消費生活コンサルタント・
消費生活専門相談員）

消費生活相談 郡消費生活センター
☎75-1166

法務局イブニング登記相談会
土地・建物の売買、相続、抵当権設定・抹消等



エ
コ
ラ
イ
フ
川
柳
（
標
語
）
入
賞
者
発
表

　
エ
コ
ラ
イ
フ
川
柳
と
し
て
、
小
学
生
の
部
29
点
、
中
学
生
の
部
4
点
、
一
般
の

部
14
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
入
賞
作
品
と
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（

敬
称
略
）

「緑のカーテン」
コンテスト入賞者発表

　今年のコンテストは個人の部18点、団体の部5点の応募が
ありました。入賞作品と入賞者を紹介します。（敬称略）
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ュースと だいニュースとわだい

18

個人の部
最優秀賞　木暮茂芳（中之条町）
優 秀 賞　福田照子（西中之条）
　　　　　剱持光子（平）
奨 励 賞　剱持みちよ（横尾）
　　　　　安原崇和（山田）
　　　　　安原庄太郎（山田）
団体の部
最優秀賞　吾水自然環境保護奉仕グループ
優 秀 賞　沢田幼稚園
　　　　　群馬県農業共済組合中之条支所

《
小
学
生
の
部
》

【
最
優
秀
賞
】
　
☆
「
も
っ
た
い
な
い
」
　
ぼ
く
は
使
う
よ
　
最
後
ま
で
　
桑
原
　
遼
大
（
小
5
）

【
優
秀
賞
】
　
☆
き
れ
い
だ
ね
　
ゴ
ミ
の
な
い
町
　
中
之
条
　
　
　
　
　
伊
藤
　
伸
明
（
小
3
）

　
　
　
　
　
　
　
☆
給
食
を
　
お
い
し
く
い
た
だ
き
　
残
食
0
（
ゼ
ロ
）
　
杉
﨑
　
優
姫
（
小
4
）

　
　
　
　
　
　
　
☆
大
切
な
資
源
　
あ
な
た
の
命
と
　
同
じ
だ
よ
　
　
　
　
茂
木
　
祐
希
（
小
5
）

【
特
別
賞
】
　
☆
お
か
あ
さ
ん
　
こ
わ
れ
た
か
さ
で
　
え
こ
ば
っ
く
　
　
唐
澤
　
美
波
（
小
1
）

　
　
　
　
　
　
　
☆
太
陽
の
　
力
と
一
緒
に
　
町
づ
く
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最優秀賞　木暮茂芳（中之条町）

最優秀賞　吾水自然環境保護奉仕グループ



△協議会長賞「手にとどく星」　田村華乃

農業集落排水に関する
絵画コンクール入賞

六合中学校生徒会からシラネアオイ募金

　県農業集落排水事業連絡協議会が主催する「農業集落排水に関す
る絵画コンクール」で、中之条小学校4年生の5名が入賞しまし
た。今後のますますの活躍に期待しています。（敬称略）

　平成8年から野反のシラネアオイ復元・保護活動に取り組んでいる六合
中生徒会では、生徒による植栽活動を文化祭で写真紹介するとともに、
シラネアオイ募金を行いました。皆さんから寄せられた2,664円は、生
徒会代表が六合支所へ届けてくれました。
　また、野反峠休憩舎に設けられた募金箱にも、活動に賛同する多くの
皆さんから46,395円が寄せられました。
　いただいた募金は、野反湖周辺の自然保護活動を行っている野反自然
休養林保護管理運営協議会で受け入れ、シラネアオイの保護・植栽活動
等に活用されます。

昨年2月の豪雪を教訓に雪害対策
除雪用スコップ配布
～共助・地域の絆を大切に！～
　12月に除雪用スコップを行政区を通して各
世帯に一丁ずつ配布しました。大雪の際は、地
域住民で協力しあい、除雪を行いましょう。
問い合わせ　役場総務課地域安全係
　　　　　　☎75・8807（直通）
　　　　　　担当　永井経行

除雪機の配備
　児童生徒の安全な登下校を図るため、12月17日～19日にか
けて管内小中学校に除雪機（導入台数10台）を配備しました。
　これにより、学校周辺の歩道や学校敷地内の除雪に対して迅
速に対応できます。各学校長に除雪機の取り扱い説明を行いま
した。

なかのじょう H２7.2 No.６3419

◁写真左から、優　秀　賞　山口晴也
　　　　　　　優　秀　賞　湯本一心
　　　　　　　協議会長賞　田村華乃
　　　　　　　優　秀　賞　山田乃亜
　　　　　　　優　秀　賞　田辺哲也

スコップ引き渡し式なかのじょう H２7.2 No.６3419



◁　北部スタート

赤十字有功会が児童福祉施設に寄付

　平成26年12月22日、吾妻東部地区赤十字有功会（池原透会長）か
ら児童福祉施設に役立ててほしいと、50,000円の寄付をいただきま
した。
　赤十字有功会は、日本赤十字社に高額な寄付をした有志による組織
で、吾妻東部地区からは平成22年度から継続して寄付をいただいてお
り、保育所の図書購入費に充てさせていただいています。

六合元旦走り初め

　六合地区恒例の「元旦走り初め」が、今年も北部・南部
の2コースに分れて行われました。寒中の時季らしく、時
折雪の舞うなか、総勢104名の参加者は元気よく、にこや
かに新年の朝を走っていました。

地域の安心・安全を願って消防団出初式
恒例の放水試験

　1月11日、町体育センターで平成27年町消防団出初式
が行われました。消防団員約200名と消防関係者で、今年
一年の無火災・無災害を祈願しました。式終了後には、バ
イテック文化ホールの北側の農免道路で消防車両21台に
よる恒例の放水試験が行われました。
　厳しい冷え込みが続き、乾燥する季節となりました。火
の取り扱いには十分注意し、火災予防を心がけましょう。
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平成27年賀詞交換会開催

　1月5日、町の賀詞交換会がバイテック文化ホールで開催
されました。議員、区長、各委員をはじめ、商工業、農
業、教育、福祉その他各団体の代表者約200人が出席、新
年を祝って懇親を深め、町の発展を念願しました。
　町長は、人口減少時代を生き残っていくために、町づく
りへの協力を呼び掛けました。
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新春初蹴りサッカー大会

つむじ恒例もちつき

　町体育協会サッカー部主催で毎年元旦に行われている
恒例行事。今年も総合グラウンドで、元気よくキックオ
フ。小学校低学年から大人まで約90名が参加し、和気あ
いあいとした雰囲気のなか、サッカーを楽しみました。
　試合の合間には、選手の保護者の皆さんが用意してく
れたうどんなどが振る舞われました。また、試合終了後
の抽選会では全員が景品を手にして、新春を祝いまし
た。

　1月1日、2日と、ふるさと交流センターつ
むじで、恒例のもちつきが行われました。お
正月にもかかわらず、つむじ広場も餅をつき
始めるといつの間にか大賑わい。来場者にも
餅をついてもらい、つきたてほ
やほやの餅は大福にして配られ
ました。
　2日間で約300人の皆さんが、
つきたての餅を頬ばりました。

中之条高校の乳牛が
第17回関東地区ホルスタイン共進会で最高位賞受賞

　平成26年11月12日から13日にかけて、茨城県中央家畜市場
で、第17回関東地区ホルスタイン共進会が開催されました。県
予選を通過して出場した中之条高校の乳牛「ナカコープライド
　リートン　ラストウイン　ＥＴ」が、各部門の優等賞1席のな
かから選抜される名誉賞審査で、最高位賞を受賞しました。
　県内の農業高校のなかで、関東地区ホルスタイン共進会へ出
場したことがあるのは中之条高校だけです。先生や生徒皆さん
の情熱と日頃の飼養管理の成果の賜です。おめでとうございま
した。
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Close up!クローズアップ なかのじょう

月14日は鳥追い祭1
　1月14日。この日は、町中がそれぞれの地域で鳥追い
祭。今年も、太鼓を打ち鳴らし、みかんを投げ、害鳥を追
い払う伝統行事が賑やかに行われました。
　各地域で特色が異なるのも面白みではありますが、14日
の夕刻に行われる地域が多く、“生まれ育った地域の鳥追
い祭しか知らない”という人も少なくありません。これ
も、地元で鳥追い祭を楽しみながら、伝統を大切に受け継
いできた証でしょう。

大小11台が並ぶ県指定重要有形民俗文化財の鳥追い
太鼓子どもたちも大人に負けじと打ち鳴らしますみかんを掴もうとこぞって手を伸ばします

田忍者ウォーク　参加者募集！！
～難攻不落の嵩山城を攻略せよ！～真

開催日 時　5月17日（日）8時45分スタート（小雨決行）
メイン会場　花の駅美野原
コ　ー　ス　花の駅美野原～嵩山～花の駅美野原（成田経由）
内　　　容　約9kmのコースを歩くウォーキングイベント。
　　　　　　嵩山城を攻略する任務を受けた参加者扮する真田

忍者が、道中様々な修行をこなしながら嵩山城
攻略を目指します。軽い昼食と参加者全員への
参加賞があります。

定　　　員　100チーム（先着順）
参 加 資 格　思い思いの忍者のコスチュームに身をまとった小

学1年生以上とし、健康で体力に自信があり、真
田忍者になったつもりで任務をこなす自信があ
る人。2～3名のチーム制。

参　加　料　大人　2,000円
　　　　　　子供（小中学生・高校生）500円
申 込 方 法　インターネット及びFAX（26・7728）
　　　　　　申し込み確認後、参加費の振込用紙を郵送します。
募 集 期 間　2月9日（月）～3月31日（火）
問い合わせ　中之条真田忍者ウォーク実行委員会事務局
　（役場観光商工課内）　☎26・7727 　担当　宮﨑毅一郎 中之条真田忍者ウォーク 検索検索
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Close up!クローズアップ なかのじょう

沼地区のおんべーや引
　1月15日、大字入山の引沼地区では、雪がしんしんと降るなか、見
応えある伝統行事「おんべーや」が行われました。
　七福神が家々を回って、今年一年の幸福を呼び込みます。七福神が
投げる福俵をグッと引き寄せて、幸福も引き寄せるのだそうです。
「七福神様を拝ませてください」と訪れる人もいました。

　モミの木で組まれた「おんべ」に灯が
入ると、燃え盛る「おんべ」に七福神が
登り、祭りは最高潮。集まった人たちに
も福俵が投げられました。

6回なかんじょ寄席
タイムマシーン3号出演決定！第

写真右が六合地区出身の関太さん
せきふとし

耶姫祭り
縁結びの「摩耶姫伝説」の残る四万温泉で開催摩

　期間中は旅館や商店でつるし雛やお雛様を見学できます。
開催期間　2月14日（土）～3月15日（日）　　場　所　四万温泉内

　町制60周年記念・旧六合村合併5周年記念事業として開催される第6回なかん
じょ寄席。お馴染み町観光大使の三遊亭竜楽師匠と、六合地区出身のタイムマシ
ーン3号の出演が決まりました。
日　時　3月14日（土）　開場13時30分　開演14時
会　場　バイテック文化ホール（町文化会館）
入場券　前売券1，000円／当日券1，200円
　　　　＊入場券は、バイテック文化ホール、役場、六合支所、ツインプラザ等
　　　　　で販売しています。全席自由席。
問い合わせ　バイテック文化ホール　☎75・5174

■摩耶姫ちゃん会
開催日　3月1日（日）　10時～13時
場　所　美遊時庵 まるたか
内　容　甘酒の配布、摩耶姫伝説紙芝居、豆雛人形作り体験、福餅つき、摩

耶姫ちゃん射的など
＊3月1日限定で、会場にて摩耶姫ちゃんクッキーを購入すると摩耶姫ちゃん
ファイルがもらえるよ！

問い合わせ　四万温泉協会　☎64・2321

今
年
の
お
ん
べ
は
、約
10
メ
ー
ト
ル
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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巨
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百
景

巨木の情報を募集します 
　町では「なかのじょう花百景」
に続き、「なかのじょう巨木百
景」を探しています。情報をお
寄せください。詳細は役場観光
商工課（☎26・7727）へ問い
合わせください。

　お茶講は、毎年2月24日に、白久保天満宮の宵祭りとしてお茶講の家で開催され
ています。渋茶（煎茶）・甘茶・チンピ（みかんの皮を干したもの）を煎り粉にし
て4種類の混合茶を作り、それを飲み当てるものです。14世紀の中頃に行われた
「闘茶」（茶会の一種で「茶勝負」ともいい、茶の香りや味を当てるゲーム）と深
い関わりがあるといわれています。いつから伝承されているかは不明ですが、寛政
11年（1799年）の「御茶香覚帳」の記録と
現在の記録方法がほとんど同じことから、長
く伝承されていることがわかります。
　平成2年（1990年）に、国の重要無形民俗
文化財に指定されました。
　2月24日に行われるお茶講は、一般参加は
できませんが、見学は可能です。

No.11 上州白久保のお茶講

【体験】
　希望者は、下記保存会への予約により体験ができます。
日　時　希望日時について問い合わせください。
場　所　お茶講の家または道の駅　霊山たけやま（たけやま館）
費　用　30名未満 30,000円　30名以上 一人1,000円
問い合わせ　白久保お茶講保存会（町田さん）☎75・0441

見学・体験ツアーの
参加者を募集中！




